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筑波大学1年生の食生活調査：平成9及び10年度の結果  

斉藤慨－  

Dietary HabitsinUniversityFreshmen：1997and1998  

ShlnichiSaltOh  

Abstr∂Ct  

We have previously suggested that both nutritiona王educatioTlarld jnstraction of  

regularsportactivitytourLiversityfreshmenwereneededfortheirbetterheaJth，becauseく  

20％tendedtobelackofbreakfast，andabout70％ofstudentshadnodallysportactivItY  

（Aida et a11993）．This study was conducted to compare the results of dietary habits  

questionairesforl，244studentsenro11ed1997（male：324，female：263）and1998（male．448，  

fema】e2C）9）wjththoseof1992．Theresultsshowedthattherewerenodifferencesindietary  

habitsofunives恒rfreshmer）between1992and19970r1998．  

少なくなったことによるかもしれない。   

一方，大学生の生活調査から，近年の大学  

生の大半が調理に無関心で，自炊するだけの  

調理経験が少なく，調理技術が未熟であるこ  

となども報告されている2－㌔実際，大学生の  

大部分は，誰かが食事を作ってくれるという  

環境で育ち，料理をするのは小・中・高等学校  

の家庭科の授業か，ときどきの親の手伝い程  

度であると考えられる。ところで，筑波大学  

の学生のほとんどは，親元を離れ，「つくば」  

という見知らぬ他にやってくる。そして，大  

学の宿舎，あるいは大学周辺のアパートで1  

人暮らしを始める。したがって，それまでの  

家庭生活とは違い，待っていれば食事が出て  

くるという状況が当たり前であったのが，1人  

暮らしでは食事を自分でどうにかしなければ  

ならない。このように，筑波大学の新入生も，  

上で述べた一般大学生と同様に，1人音らしと  

親元での食生活のギャップが大きいと考えら   

1．はじめに  

国民栄養調査の結果によれば，1人暮らし  

をしている青年期の男女とも，欠食回数が他  

の年代に比べて高いことが明かにされているl）。  

この里由については十分分かっているわけで  

はないが，現代の若者の生酒実態から以下の  

様なことが考えられる。その1は，1人暮しで  

経済的に逼迫すると簡単に食事を抜いてしま  

うことである。飽食時代といわれる現代では，  

幼い暗から食べられないという経験がないの  

で，食べないと餓死するという心配とは無縁  

なのであろう。その2は，調理経験の欠如に  

よる欠食が挙げられる。これには，家庭で調  

理することが少なくなったことが関係するか  

もしれない。また現在1人暮らしといっても，  

様々な調理済み食品や冷凍食品，またコンビ  

ニエンスストアの利用など，食事面で便利な  

生活ができるので，自分で作る必要が極端に  
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る学生も若干ではあるがみられた（1．5－2．4  

％）。特に電車，バスを利用している学生は表  

1からも分かるように，NHKの行なった世論  

調査での大学生が通学に要する時間の平均で  

ある1時間33分という結果亭）と近い値が出ても）  

る。  

2）身長，体重とその満足度   

図3および図4には身長と体重を示した。  

男子の平均身長は171．1cm，平均体重は61．8  

kg，女子の平均身長は159．4cm，平均体重は  

51．3kgであった。国民栄養調査の結果では9），  

男子の平均身長は171．3cmで筑波大生の平均  

とはとんど変わらなかったが平均体重は64，7  

kgと筑波大生の平均の方が3kgも軽かった。  

一方，女子の平均身長は158．1cm，平均体重は  

51．2kgとどちらも大きな差はみられなかった。   

一般的にヒトの理想体重は身長（単位：cm）  

から100を引いた数字に0＿9を掛けたものとい  

われている。ほとんどの学生がこれで求めた  

体重と同じか下回っているにもかかわらず，  

図5で示したように，男子では計34．0％，女  

子では計79．4％もの学生が痩せたいと思って  

いることが分かった。これは平成4年に行われ  

た調査6〉と同じような割合であった（男子32．5  

％，女子74．9％）。また，今の体重で満足して  

いる学生は男子で44．2％，女子は19．1％（平  

成4年度：男子40．6％，女子23．5％），太るこ  

とを希望している学生は男子で21．8％，女子  

ではわずか1．5％（平成4年度二男子26．9％，  

女子1．6％）であった。このように，この年代  

の学生，特に女子で痩せたいという願望を持  

つ者が非常に多いことは変わらなかった。  

3）持っている調理用具   

図6～9に調理用具の所持率を示したが，  

平成9年と平成10年との間に大きな変化はみ  

られなかった。1つ1つの調理用具に注目して  

いくと，冷蔵庫の所持率が図6～9のすべて  

において1番高かった（男子99％，女子99－  

100％）。このことからほとんどすべての学生  

が冷蔵庫を所持していることが分かる。しか  

れる。   

平成4年6月には，体育専門学群以外の新  

1年生1，928名を対象として，ライフスタイル  

（特に食事内容と食事時刻，スポーツ活動時  

間など）に関するアンケート調査を行なった㌔  

しかし，平成4年と最近（平成9年・10年）の  

5年間では日本の経済状況が著しく異なるた  

め，その影響により学生の食事内容も違いが  

みられるのではないかと考えられる。今回，  

あらためてこの点について現在の傾向を明ら  
かにしようとして調査を行った。   

2，方  法   

1）調査方法及び対象   

調査は質問紙調査法を用い，平成9年6月  

と平成10年6月に実施した。対象者は筑波大  

学共通体育を履修している体育専門学群以外  
の1年生1，244名（平成9年度：男子324名，  

女子263名，平成10年度：男子448名，女子209  

名）である。なお，使用したアンケート用紙  

は付録に示した。  

2）調査項目   

普段の大学への交通手段及び所要時間，身  

長，体重とその満足度，持っている調理用臭，  

よく作る料理名，外食でよく食べる料理名，1  

週間の夕食における自炊と外食の割合，朝食  

内容と欠食率である。   

3．結果と考察   

1）普段の大学への交通手段及び所要時間   

図1，2には通学の交通手段を示した。また  

その際の所要時間を表1に示した。ほとんど  

の学生が通学手段として自転車を利用してい  

た。対象者が1年生ということもあり，1年生  

のうちは学内にある学生宿舎に居住するとい  
う者が多く7），特徴的なのは，表1からも分か  

るように自転車で10分弱程度しか通学に時間  

を要さないことである。徒歩だけで通学する  

学生はごくわずかであった（0．61．4％）。実  

家から車や電車，バスなどを利用して通学す  
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囲1 通学の交通手段（H9）  
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囲2 通学の交通手段（HlO）  

表1 通学の交通手段及び所要時間  

（単位：分）  

し，中華なべ（男子7－12％，女子5－7％）  

とコーヒーメーカー（男子3－9％，女子2  

－7％）の所持率は低い数値となった。冷蔵  

庫，中華なべ，コ←ヒーメーカー以外の調理  

用具では男女間に幾分善がみられた。女子で  

は90％以上の所持率であった炊飯器，電子レ  

ンジ ，包丁，まな板が，男子においては65－  

85％内でばらつき，女子では80％以上だった  

ボウル，おたま，ぎるの所持率が男子では50  

％前後にまで落ち込んでいた。   

今回の調査ではこれらの所持している調理  

用具を実際に使用しているかの質問をしなか  

弔子  電子  
H9  HlO  H！l  HlO   

胃！屯諷   a5  9ヱ   1ヱ  8．ヰ   

歩   27．5  108  7．5  23，3   

ハイク  6．8  75  

車  21．3   

電車・バス  8g．2  1（〉3．9  72．5  800   

ったため，何が本当に使用されているか，ま  

た何が必需品の調理用具であるかを示すこと  

もできなかった。一方，表2，3は図6～9で  

示されている調理用具以外で持っているもの   
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囲3 身長と体重（男子）  

図4 身長と体重（女子）  
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図5 現在の体重と希望体重との差  
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8t気ポット  
目急須  
ロコーヒーメーカー  
ロおろし器  
可どんぶり  
甘さいばし  
臼ざる  
□おたま  
田鍋  
田ボウル  
■中華なべ  
田フライパン  
ロまないた  
田包丁  
ロトースター  
ロ電子レンジ  
回冷蔵庫  
口炊飯器  11・＼  ■、  ・  、ヽ  

割合  

図6 持っている調理用具（H9男子）  

ロ電気ポット  
白急須  
色つ－ヒーメーカー  

山おろし器  
臼どんぶり  
臼さいばし  
臼ぎる  
□おたま  
田鍋  
田ボウル  
日中葦なべ  
田フライパン  
ロまないた  
日包丁  
ロトースター  
P電子レンジ  

臼冷蔵庫  
口炊飯器  0．C等  2〇J恵  一0仇  SOCl，  60〇気  C〕8％  

割合  

図7 持っている調理用臭（Hg女子）  

を記入させ，その中で回答数の多いものから  

上位5つまでを示したものである。   

なお，平成4年度の調査では，この質問項  

目はなかったので，現在との比較はできなか  

った。  

4）よく作る料理   

表4によく作る料理で回答数の多かった上  

位10品目を示した。平成9年およぴ10年の男  

女ともに野菜炒めが1番よく作られており，  

平成4年に行われた調査6）の結果でも男子では  

カレーライスについで2位，女子では1位で  

あった。男子ではパスタ，カレーライス，チ  

ャーハン，ラーメン，焼きそばが，女子では  

パスタ，煮物，肉じゃが，サラダ，カレーラ  

イスなどが上位を占めた。男女間の遠いとし  

ては，男子で上位にきているラーメンや焼き  

そばなど手軽に作れる麺類が女子では10位以  

内に入っていなかったこと，女子では上位に  

入っていた煮物や肉じゃがなどの一見手が込  
んでいると思われがちな料理が男子ではほと   
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日電気ポット  
日急須  
田コーヒーメーカー  
山おろし器  
田どんぷり  
臼さいばし  
田ざる  
口おたま  
日鋼  
ロボウル  
8中華なべ  
8フライパン  

ロまないた  
口包丁  
ロトースター  
ロ電子レンジ  
錮冷蔵庫  
口炊飯器  

00㌔ 1こごも 才一iご、＝7 〕       5〇：芦亡（、6jユ上二う              りミ〕Ol  

割合  

図8 持っている調二壁用具（HlO男子）  

d電気ポット  
白魚■裏  
白コーヒーメーカー  
ロおろし器  
辺どんぶり  
日さいばし  
nざる  
ロおたま  
匹錦  
ロボウル  
E中華なべ  
臼フライパン  
ロまないた  
日包丁  
ロトースター  
P電子レンジ  
田冷蔵庫  
□炊飯器  ） 

割合  

図9 持っている調理用具（HlO女子）  

表2 持っている調理用具，その他（H9）  

（単位：人）  

表3 持っている調理用具，その他（HlO）  

（単位：人）  

1如けレト  

2やかん  

3フライ返し  

3皮むき器  

5電磁調理器  

1やかん  8  

2フライ返し  7  

3和げレート  4  

4皮むき呈  3  

4電磁調理器    3  

帖
蝋
 
 

12  1フライ返し  

7  2泡立て器  

6  3計量カップ  

6  3ホッげレート  

3  5やかん  

5皮むき器   



表5 外食でよく食べる料理  表4 よく作る料理  

せg男子  

1カレーライス  

2ラーメン  

3井もの  

4定食  

5とんかつ  

6ハンバーグ  

7そば  

8からあげ  

9うどん  

10棟内  

旦＿巴女＿王  

1パスタ  

2定食  

3カレーライス  

4うどん  

5ハンバーグ  

5グラタン  

7井もの  

8ラーメン  

9ドリア  

10からあIf  

lO′ヽンバーガー  

10そば  

Hg男子  H9女子  

1野菜炒め 3†5％  

2 カレーライス柑．5≠  

3 チヤ‾ハン 187％  

ヰ バスタ  154％  

5 やきそば 11．4％  

5 ラーーメン  Tl．4！i  

7 味噌汁   68！i  

8 日玉焼き  5．6％  

8 サラダ   5．69i  

8 焼肉  56％  

1野菜炒め 37．8％  

2 パスタ   24丁ヽ  

3 煮物   17．9％  

4サラダ  16．7％  

5 肉じゃが 14，1％  

8 カレーライス12．5％  

7 シチュー 11．81（  

8 味噌汁   g．g％  

9 チャーハン  8．4）乙  

10野菜ズー・プ 6．5，i  

朋
肌
用
汎
闇
調
皿
蘭
仇
皿
 
 

慨
朋
満
都
ぷ
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朗
ふ
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完
完
ご
 
 

H70男子  

1カレーライス  

2ラーメン  

3定食  

4丼もの  

こ、了ヽ・・く－・イ  

6とんかつ  

7うどん  

8焼肉  

9そば  

10からあげ  

吐迫ゑヱ  
1パスタ  

2ハンバー・グ  

3共もの  

4カレーライス  

5うどん  

8定食  

6ラーメン  

8ドリア  

9グラタン  

10ハンバーガー  

1野菜妙め 28．1％  

2パスタ  19，4％  

3カレーライス17．6，i  

4チヤ‾ハン15，4％  

5ラーメン 14．5％  

6や善そば 10．ユ％  

7麻婆豆腐  5，8％  

8味噌汁   56％  

9焼肉  5．4％  

10卵煉き   4．71i  

1野菜炒め 344％  

2パスタ   30．1％  

3煮物   17．7，i  

4肉じやが 163？i  

5サラダ  14．8％  

6カレーライス10（粍  

7味噌汁   96鷺  

8シチュー   8．1％  

9チャー／ヽン 7．7％  

10野菜スープ 67％  
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＊回答数の多かった上位70品目享示している  

蠣1人3晶以内で記入  ♯回答数の多かった上位10品目善示している  
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図1（）1週間の夕食における自炊と外食の割合  

成10年2位だったカレーライスが1位に，女  

子でも表4では平成9年および10年で2位だ  

ったパスタが1位であった。このことから，  

宿舎やアパートでも外食先でも同じようなも  
のを食べている学生が多いことが分かる。ま  

た，カレーライスやパスタ以外でもラーメン，  

そば，うどん，井ものなど→品物が多かった。  

平成4年に行われた調査6）でも同じような結果  

が得られており，異なった経済状況下におか  

れても学生の食事内容はほとんど変わらない   

んどみられなかったことなどが挙げられる。  

平成4年に行われた調査の結果と同様に今回  

のアンケートでも，手軽に食事を済ませよう  

とする傾向があることがわかった。そのため，  

栄養面に気を遣った食事がされているかどう  

かを把握することが今後の課題である。  

5）外食でよく食べる料理   

表5には外食でよく食べる料理の回答数が  

多かった上位10品目を示した。男子は，表4  

で示したよく作る料理でも平成9年2位，平  
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いかと推測される。  

7）朝食内容と欠食率   

表6には平日の朝食内容（主として食べた  

もの）を回答数の多かったもの上位10品目を  

示した。男女共にパン食の学生の割合が1番  

高かった（男子37．1％，女子45，5％）。平成4  

年に行われた調査6）でも男子は58．3％，女子は  

50％と高い割合であった。次に多かったごは  

んでも男女共に20％以上という高い割合であ  

った。コーンフレークも，その手軽さと栄養  

バランスが充実していると信じられているこ  

とから，多くの学生が朝食としていた。一方，  

朝食抜きの学生の割合は男子で19．4％，女子  

は6．2％であった。こちらも，平成4年に行わ  

れた調査6）では男子で20％，女子で8％という  

結果が出ており，今回とほぼ同じであった。  

厚生省の行なった国民栄養調査によれば，新  

1年生と同年代である男子および女子の朝食  

欠食率は，それぞれ33％，15％であり9），この  

数値は今回の調査の欠食率を上回る。このこ  

とから，筑波大学の新1年生は，他の同年代  

の男女に比べて朝食をとっている者が多いが，  

下で明らかなように決して内容が充実してい  

るというわけではない。   

表7には休日の朝食内容（主として食べた  

もの）を示した。ここで，朝食欠食率が平日  

に比べて大幅に増加していることが分かる（男  

子43．1％，女子27．8％）。これは，休日には授  

業がなく平日より余裕があるため昼過ぎまで  

表7 朝食で主に食べたもの（休日）  

ということが分かった。また，男子ではとん  

かつ，からあげ，焼肉などボリュームのある  

肉料理が，女子ではハンバーグ，ドリア，グ  

ラタンなどの洋食メニューが多くみられた。  

バランスのとれた食生活を送るためにもこれ  

らの料理と一緒にサラダを食べるなど，野菜  

を多く採りいれた食事をすることが望ましい  

と考えられる。  

6）1週間の夕食における自炊と外食の割合   

図10にこのアンケート調査を行なった週の  

夕食における自炊と外食の割合を示した。平  

成9年と10年とを比べても男女それぞれほと  

んど同じような結果が得られた。1週間のすぺ  

てが外食だった者の割合は，男子で多く（平  

成9年度：17．4％，平成10年度：16．3％），女  

子ではごくわずかであった（平成9年度：0．4  

％，平成10年度：1．9％）。1週間すべて自炊  

をしたという学生の割合は，女子で高い数値  

（平成9年度：28，0％，平成10年度：28．2％）  

であったのと同時に，男子でも15％前後（平  

成9年度15．6％，平成10年度：13＿1％）とい  

う数値がみられた。週に半分以上自炊する学  

生の割合は男子で約55％，女子では約80％で  

あり，自炊をしている学生が多いということ  

が分かった。   

今回の調査では自炊と外食にかかるお金に  

ついての質問をしなかったため明らかではな  
いが，外食は邑炊に比べてお金がかかるとい  

う理由で自炊に取り組む学生が多いのではな  

表6 朝食で主に食べたもの（平日）  

旦j   

lバン  3621  

2ごはん  2（】3Ii  

3食べない  1g41  

4コーンフレーク188≠  

5サンドイッチ  13％  

5お茶漬け   13％  

7∃一ケルト   111i  

8カロリーメイト  Og≠  

去」王   
1バン  

2ごはん  

3コーンフレーク  

4食べない  

5サラダ  

5おにぎり  

5ヨーグルト  

5牛乳のみ  

屋」王   
一食べない   431ヽ  

2バン  310ゝ  

3ごはん  14丁ゝ  

4コーンフレーーク 94ゝ  

5おにぎり  201  

6お茶づけ   11X  

るサンドイッチ  11，i  

8カロリーメイト  09㌔  

去⊥王   
1バン  

2食べない  

3ごはん  

4コーンフレーク  

5∃一クルト  

6お茶づけ  

7カロリーメイト  

7ホットケーキ  

開
場
硝
劇
弧
弧
鍋
鍋
肌
仇
仇
 
 
 

Ⅷ
肌
節
用
馴
肌
訊
鍋
肌
云
 
 

9チャーハン   07％  ウオムライス  

9バナナ  0．7ゝ  9サンドイッチ  

9ゼリー  0丁㌔  9ゼリー  

9ヨーグルト   04ヽ  7サンドイッチ  

9ラーメン  Ol≠  7チャーハン  

gバスタ  04％   

総回答数   239  
（複数回苔有）  

総回答数   487  

（複数回筈有）  

無回答敷  
（♯数回筈有）   

総回答数  lT4  

（複数回害者）  
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表9 ごはんの付合わせで食べたもの  表8 パンの付合わせで食べたもの  

男 子   
】牛乳  389兄  

2なし  1981  

〇⊃－ンフレーク  1ユ（粍  

4ヨーグルト   1D5羊  

lコーヒー  1【）5■  

女 子   
1牛1  495I  

2ヨーグルト   221兄  

3サラダ  126ゝ  

lなし  116～  

5チーズ  105～  

互
軋
 
 

相
荒
 
み
納
牛
た
ふ
 
 

乃
兆
汎
仇
肪
 
 

朋
3
6
3
1
1
7
ほ
 
 

男 子   
1牛乳  封5ゝ  

2なし  230％  

3ヨーグルト   122％  

4コーヒー  101％  

5コーンフレーク   8梢  

八
ヽ
八
八
八
 
 

」
い
・
．
1
 
 

1みそ汁  

21｛豆  

3年1  

1たまご  

5ふりかけ  

5サラダ  

1みそ汁  

2たまご  

300豆  

1牛■  

5さかな  

竺
慧
完
㍍
6
1
 
 

軌
は
池
紙
砺
 
 ■回答汝の多かった上位5品目を示している  

積数回答あり  
寝ている，もしくはブランチをとるという学  

生が多いためであると考えられる。   

表8および9は主として食べられていたパ  

ンとごはんのそれぞれの付け合わせとしてど  
んなものが食べられているかを調査し，その  

回答数の多かった上位5つを示したものであ  

る。バンもごはんも平日と休日での違いはほ  

とんどみられなかった。パンの付合わせでは  

牛乳が（男子3439％，女子45－49％），ごは  

んの付け合わせではみそ汁（男子3845％，  

女子39－44％）がすべてにおいて1位になっ  

ていた。またごはん食でもかなり多くの学生  

が牛乳を飲んでいることが分かった。さらに  

目立ったのは，パン食ではバンしか食べない  

という学生が男子で多くみられたこと（男子  

1923％，女子11－14％），ヨーグルトを食べ  

る学生が女子で多くみられたこと（男子10％，  

女子22％）などである。またごはん食では納  

豆（男子30－34％，女子33－36％）とたまご  

（男子25－21％，女子3136％）を食べてい  

る学生が多かった。ヨ【グルトおよび納豆な  

ど，調理する必要のない食品は，なにかとあ  

わただしい朝食に最適であり，今後より多く  

の学生に採り入れられることが望まれる。   

4．ま と め  

本研究の目的は，平成9および10年度に筑  

波大学に入学した新1年生の食生活の傾向を，  

平成4年に行われた調査との比較もふまえて  

明らかにすることであった。平成9年6月お  

よび平成10年6月に筑波大字に入学した新1  

年生のうち，合計1，244名を対象に通学手段お  

よび時間，自炊と外食の内容と頻度，朝食内  

容などをアンケート調査した。   

その結果，1）95％以上の学生が学内にあ  

る宿舎で生活しているため通学時間の平均が  
10．2分と短いこと，2）現在の体重に満足して  

いない学生が特に女子で多いこと（男子57％，  

女子82％），3）夕食を週に半分以上自炊する  

学生の割合が多いこと（男子55－56％，女子  

7585％），4）バンを朝食とする学生が多い  

こと（男子37％，女子45％），5）筑波大生の  

朝食欠食率は同年代の男女と比べて低いこと，  

7）朝食の欠食率が平日（男子19％，女子6  

％）より休日（男子43％，女子28％）で高い  

ことなどが明らかになった。   

前回（平成4年）の調査と比較をしたとこ  

ろ，よく作る料理，外食でよく食べる料理，  

朝食内容および欠食率のすぺてにおいて，大  

きな違いはみられなかった。一方，日本の経  

済状況の悪化から，筑波大生の生活費の低下  

が明らかになっている7）。なぜ経済状況が変わ  

ってもこれらが変わらなかったのかには次の  

ことが考えられる。1）1年生については，生  

活状況が平成4年と平成9年および10年では  

あまり変わらない，2）入学時の親からの送金   
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識調査一包丁の扱い方に関する一考察，  

盛岡大学短期大学部紀要5巻：117133．  

1995年．  

5）中林みどり：本学学生の調理実態調査，   

r教育学部紀要j文教大学教育学部2巻：  

143148，1994年．  
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研究1992年6月の食生活調査から，筑   

波大学体育研究15巻：ト10，1993年．  

7）筑波大学学生担当教官室 編二筑波大学   

芋生生活実態調査報告書 平成10年度，筑   

波大学学生部，1999年，  

8）NHK世論調査部編，図説 日本人の   

生活時間1995年，日本放送出版協会，  
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修：身体状況・食生活状況（平成9年国民   
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がまだ残っている。これが本当かどうかは今  

後の課題である。   
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付録  

あなたの食生活に関する調査  

1讐段の大学への交通手段及び所要時間：  
1）自転車（  分）、2）徒歩（  分）、3）その他（   

2身長：  Cm、体壬   kg、  
分）   

1）もっと太りたい（ kg）2）ちょうどよい 3）もう少しやせたい（  kg）  
3鋼理用具など（もっているものに丸）（書、皿、ごi茶碗、ナイフ、スプーンなどはあるとする）   

1）炊最毒、2）冷茸責、3）育子レンジ（オープンも含む）、ヰ）トースター、5）包丁  

6）まないた、丁）フライ′くン、8〉中華鍋、9）ボウル、10）鍋、11〉おたま、12）ざる、   

13）さいばし、14）（中辛）どんぶり、15）おろし芋、16）コーヒーメーカー、17）急須   

18）t気ポット、19）その他（  ）  

4よく作る料理名を3つ以内書いてください（  

5外食でよく食べる料理を3つ以内暮いてください（  

6この1週間の夕食の自炊と外食の割合は、自炊（ ）日、外食（ ）臼であった。  
7下の左■にはウイークデイの典型的な1日の、右■には休日の食生活について、朝起きてから夜♯るまで、ど  
こでどんなものを食べたか、飲み物やおやつを含めて記入してください。まず何時ごろどんなことをしていたかを患  
い出して、それから食べたものを思い出してください．  

学芦  年 学籍暮号  

体育受講種目  
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